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1
月

26
日(

日)

広
島

自
治
労
連
共
済
学
校
・
２

０
２
５
春
の
組
織
集
会
が

Ｔ
Ｋ
Ｐ
広
島
本
通
駅
前
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

午
前
中
の
共
済
学
校
に

は
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
合

わ
せ
て

50
名
が
参
加
。

自
治
労
連
共
済
の
樫
尾
健

一
専
務
理
事
よ
り
自
治
労

連
共
済
に
つ
い
て
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

「
共
済
活
動
は
、
労
働

組
合
の
基
本
的
役
割
で
あ

る
組
合
員
の
生
活
を
守
る

福
利
厚
生
活
動
の
一
つ
で

組
合
活
動
そ
の
も
の
で
あ

る
」
と
い
う
お
話
に
始
ま

り
、
安
い
掛
金
で
幅
広
い

保
障
が
可
能
な
支
え
合
い

の
共
済
活
動
の
魅
力
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
の
春
の
組
織

集
会
に
は
会
場
・
オ
ン
ラ

イ
ン
合
わ
せ
て

44
名
が

参
加
。
実
践
報
告
で
は
、

非
正
規
連
絡
会
ヒ
ロ
シ
マ

代
表
・
平
松
ゆ
う
子
さ
ん

よ
り
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
を
経
て
今
日
に
至

る
ま
で
の
組
合
活
動
の
成

果
が
、
現
在
の
基
本
報
酬

や
一
時
金
の
獲
得
・
休
暇

制
度
の
充
実
等
に
繋
が
っ

て
い
る
と
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

広
島
市
関
連
労
組
連
絡

会
事
務
局
長
・
中
村
花
央

里
さ
ん
か
ら
は
、
外
郭
団

体
嘱
託
職
員
の
待
遇
改
善

を
求
め
活
動
に
取
り
組
む

中
で
、
継
続
的
な
「
不
断

の
運
動
」
と
署
名
・
宣
伝

行
動
な
ど
に
大
勢
で
取
り

組
む
「
普
段
の
つ
な
が

り
」
が
重
要
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

広
島
自
治
労
連
組
織
部

長
・
木
下
克
己
さ
ん
か
ら

は
、
共
済
や
賃
上
げ
な
ど

の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
の
他

に
、
過
労
死
や
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
等
の
労
働
問
題
に
対

し
て
組
合
が
運
動
で
勝
ち

取
っ
て
き
た
成
果
を
知

り
、
未
加
入
者
へ
組
合
の

必
要
性
を
伝
え
る
工
夫
も

い
る
と
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
講
演
や
報
告
を
聞
い

て
学
ぶ
だ
け
で
な
く
参
加

者
同
士
が
理
解
や
交
流
を

深
め
る
ワ
ー
ク
も
あ
り
、

大
変
実
り
あ
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。 

 

２
月
６
日
（
木
）
、
広
島

自
治
労
連
第
70
回
中
央
委
員

会
を
ロ
ー
ド
ビ
ル
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
、
代
議

員

30
名
・
傍
聴
者
４
名
・
執

行
部
で
52
名
が
出
席
し
ま
し

た
。 

 
 

 

中
石
執
行
委
員
長
は
、
官

民
一
体
の
春
闘
で
、
秋
の
交

渉
で
公
務
公
共
の
大
幅
賃
上

げ
実
現
を
、
住
民
の
福
祉
増

進
の
た
め
組
合
を
大
き
く
し

よ
う
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

浜
崎
書
記
長
が
活
動
報

告
、
春
闘
方
針
案
、
参
議
院

選
挙
闘
争
方
針
を
提
案
。
今

年
は
「
被
爆

80
年
」
を
は
じ

め
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
災

害
対
策
等
に
つ
い
て
も
節
目

の
年
で
、
日
本
国
憲
法
通
り

の
社
会
に
改
善
さ
れ
て
い
る

か
考
え
よ
う
。
日
米
の
人
権

無
視
の
政
治
を
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
25
春
闘
は
全

組
合
員
が
何
か
の
行
動
に
参

加
し
、
春
闘
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
提
案
し
ま
し
た
。 

 

行
動
提
起
で
は
木
下
組
織

部
長
が
、
組
合
が
長
き
に
わ

た
り
賃
上
げ
を
要
求
し
続
け

た
結
果
が
賃
上
げ
の
実
現
に

な
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
加
入

を
進
め
よ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

 

討
論
で
は
13
名
が
発
言
。

処
遇
改
善
で
脱
退
・
退
職
が

減
少
、
住
民
や
職
員
、
組
合

に
知
ら
せ
ず
行
わ
れ
た
勤
務

時
間
や
施
設
内
容
の
変
更
等

に
闘
う
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。
執
行
部
か
ら
、
住
民
・

職
員
・
組
合
軽
視
を
さ
せ

ず
、
安
心
し
て
く
ら
し
、
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
に
変
え

て
い
こ
う
と
訴
え
、
全
て
の

議
案
は
採
択
さ
れ
終
了
し
ま

し
た
。 

     第33回 

非正規ではたらくなかまの全国交流集会in広島  
  

1.被爆80年、今すぐ『核兵器の廃絶』と 

『貧困と格差の無い社会』の実現へヒロシマから声を上げよう！ 

共
済
は 組

合
活
動
そ
の
も
の
！ 

組
合
活
動
の
成
果
が 

今
に
繋
が
っ
て
い
る 

共済学校・春の組織集会での講演・報告、グループワークの様子 

不
断
の
運
動
と 

普
段
の
つ
な
が
り
が 

カ
ギ
に
！ 

組
合
の
必
要
性
を 

幅
広
く
伝
え
よ
う 

 

２
０
２
５
年
６
月
７
日

(

土)

～
８
日(

日)

に
全
労
連

非
正
規
セ
ン
タ
ー
主
催
「
第

33
回
非
正
規
で
は
た
ら
く
な

か
ま
の
全
国
交
流
集
会
」
が

広
島
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

公
務
・
民
間
を
問
わ
ず
、

労
働
組
合
の
取
り
組
み
で
実

現
さ
れ
た
非
正
規
労
働
者
の

待
遇
改
善
や
、
改
善
に
向
け

た
た
た
か
い
の
報
告
、
労
働

法
制
や
年
収
の
壁
な
ど
、
時

勢
に
合
う
学
習
を
し
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
集
会
で
学
ん
だ

こ
と
を
確
信
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
や
単
組
で
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
ろ
う
と
励
ま
し
合

う
場
で
す
。 

 

今
年
は
被
爆

80
年
の
ヒ
ロ

シ
マ
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
『
核
兵
器
の
廃
絶
』
と

『
貧
困
と
格
差
の
な
い
社

会
』
の
実
現
を
テ
ー
マ
に
、

現
在
、
詳
細
を
実
行
委
員
会

で
検
討
中
で
す
。 

 

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
、
参
加
と

集
会
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。  

 

 
 

2025年6月7・8日は 

「非正規ではたらくなかまの 

全国交流集会」へ 

↑大勢の参加者が楽しく交流する様子 

広島自治

労連第70

回中央委

員会 

写真上:会場参加者/写真下：オンライン参加者 

自治労連共済  

樫尾専務理事 
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広島自治労連連続学習会 

「聞いて 知って 私たちの仕事」開催！ 

第５回 ♪ 子どもと保護者へ両輪の支援 

１
月

16
日
（
木
）
広
島

自
治
労
連
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
で
、
連
続
学
習
会

「
聞
い
て
、
知
っ
て
、
私

た
ち
の
仕
事
」
の
第
５
回

目

を

開

催

し
、
会

場

14

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン

26
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

広
島
市
留
守
家
庭
子
ど

も
会
労
組
の
下
村
執
行
委

員
長
か
ら
、
１
９
６
４
年

に
３
施
設
か
ら
始
ま
っ
た

学
童
保
育
が
、
内
容
や
名

称
の
変
更
を
経
て
、
現
在

は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

と
し
て
、
６
年
生
ま
で
受

け
入
れ
が
で
き
る
こ
と
、

単
な
る
こ
ど
も
の
預
か
り

だ
け
で
は
な
く
室
内
イ
ベ

ン
ト
や
屋
外
活
動
も
行
う

幅
広
い
仕
事
で
あ
る
と
紹

介
。
少
子
化
に
も
関
わ
ら

ず
、
常
に
こ
ど
も
が
い
っ

ぱ
い
で
、
働
く
保
護
者
が

増
え
て
い
る
こ
と
、
外
国

ル
ー
ツ
の
子
ど
も
や
要
支

援
の
子
ど
も
も
増
え
て
い

る
こ
と
な
ど
社
会
の
変
化

に
対
応
し
な
が
ら
、
日
々

の
子
ど
も
の
様
子
か
ら
成

長
し
て
い
く
姿
が
見
え
る

こ
と
が
や
り
が
い
に
繋

が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。 

広
島
市
職
労
児
童
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
支
部
・
北

部
こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー

の
山
崎
支
部
長
が
「
く
す

の
き
園
」
で
の
お
仕
事
を

紹
介
。
園
で
は
、
知
的
障

害
児
対
象
の
毎
日
通
園
の

ク
ラ
ス
と
、
発
達
障
害
児

対
象
の
ク
ラ
ス
が
あ
り
、

発
達
に
課
題
が
あ
っ
た

り
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
集
団
生
活
や
社
会

的
自
立
が
で
き
る
よ
う
に

支

援
。
遊

び

の

支

援

で

は
、
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
の

絵
本
を
１
年
か
け
て
読
み

深
め
る
取
り
組
み
の
中

で
、
椎
茸
の
収
穫
体
験
も

企
画
。
生
活
支
援
は
楽
し

い
こ
と
で
は
な
い
か
ら
こ

そ
、
子
ど
も
が
主
体
性
を

も
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う

に
支
援
。
わ
が
子
の
障
害

と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
保
護
者
へ
も
目
を

向
け
、
保
護
者
同
士
の
つ

な
が
り
や
地
域
と
の
連
携

も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。 

ど
ち
ら
の
職
場
も
「
こ

ど

も

に

対

す

る

支

援
」

「
保

護

者

に

対

す

る

支

援
」
の
両
輪
を
意
識
し
働

く
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

広島市留守家庭子ども会

労組 下村執行委員長 

2024年夏、全国の自治労連の仲間から寄せられ

た折り鶴。真ん中はハート型のリースです。 

 被爆80年の今年、広島自治労連は、組合員さんをはじめ公務公共

職場で働くみなさんに、平和の願いを込めて、一人一羽の折り鶴を

折っていただくことを呼びかけます。 

 集まった折り鶴は束ねるだけでなく、なんらかの形にして奉納した

いと考えています。たとえば… 

●リースの形にする …丸、ハート、星型など 

●ボードに貼る …モザイク調、文字、絵など 

●色を合わせて束にする       など 

あなたのアイデア、ぜひお寄せください 
思いついたアイデアは、お近くの組合役員か、広島自治労連へ 

FAX 082-243-9241/email  hjrouren@urban.ne.jp 

●3月末までにお寄せ願います。お待ちしています！！ 

広島自治労連 被爆80年企画 

 平和の願いを 

折り鶴に込めて 

２
月
１
日
（
土
）
～
２

日
（
日
）
、
第

33
回
自
治

体
非
正
規
・
公
務
公
共
関

係
労
働
者
全
国
交
流
集
会

が
東
京
林
野
会
館
を
会
場

に
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

開
会
あ
い
さ
つ
で
は
、

非
正
規
公
共
評
の
近
藤
副

議
長
が
、
こ
の
１
年
間
で

８
つ
の
組
合
が
結
成
さ
れ

た
こ
と
に
触
れ
、
非
正
規

公
共
評
の
３
Ｔ
ア
ク
シ
ョ

ン
が
実
を
結
ん
で
い
る
と

触
れ
ま
し
た
。 

ミ
ニ
学
習
会
で
は
「
国

民

春

闘

と

は

何

か
」
を

テ

ー

マ

に
「
春

闘

と

は
？
」
と
い
う
根
本
か
ら

始
ま
り
、
春
闘
の
歴
史
や

現
在
の
社
会
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
春
闘
の
意
義

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
基
調
報
告
で

も
、
現
状
の
課
題
や
運
動

方
針
が
提
言
さ
れ
ま
し

た
。
基
調
報
告
後
の
発
言

で
は

12
名
の
発
言
者
が
登

壇
。
広
島
か
ら
も
広
島
自

治
労
連
の
三
宅
副
執
行
委

員
長
が
、
広
島
市
関
連
労

組
連
絡
会
の
嘱
託
職
員
４

月
遡
及
と
一
時
金
増
額
の

要
求
実
現
の
た
た
か
い
つ

い
て
発
言
し
ま
し
た
。 

２
日
目
は
分
科
会
と
し

て
、
模

擬

団

交

を

目

玉

に
、
そ
の
ほ
か
会
計
年
度

や
指
定
管
理
を
学
ぶ
講
座

や
、
職
種
別
の
交
流
会
を

展
開
し
ま
し
た
。 

今
回
の
集
会
で
は
、
新

し
い
試
み
を
取
り
入
れ
な

が
ら
全
国
の
仲
間
が
集
ま

り
、
全
国
の
活
動
の
成
果

や
運
動
の
課
題
を
確
認
し

な
が
ら
、
よ
り
深
い
学
習

と
交
流
を
図
る
こ
と
が
で

き

ま

し

た
。
今

回

の

集

会

の

成

功

を

契

機

に

非

正

規
・
公

務

公

共

職

場

の

新

た

な

要

求

と

運

動

の

前

進

に

繋

が

る

よ

う

奮

闘

し
ま
す
。 

３
Ｔ
ア
ク
シ
ョ
ン
が

単
組
結
成
へ 

広
島
か
ら
関
連
連
絡

会
の
闘
い
を
報
告 

新
し
い
試
み
を
取
り

入
れ
、
集
会
成
功
へ 

～
全
国
の
活
動
の
成
果
や
運
動
を
、
新
た
な
要
求
運
動
の
前
進
に
い
か
す
～ 

発言する三宅一生副執行委員長 

 
第 33回自治

体非正規・公

共関係労働者

全国交流集会 

広島市職労児童総合相談

センター 山﨑支部長 


